
経営協議会学外委員からの提言に対する対応（平成 23 年度）  

 

開 催 日  議     題  意   見  対 応 状 況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２ 回  

 

23.6.24  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東 日 本 大 震 災 に 係 る 入 学 検定

料 の 免 除 に つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 東 日 本 大 震 災 へ の 対 応 に

は ， 積 極 的 に 力 を 入 れ て 取

り 組 ん で い た だ き た い 。  

① 経 済 的 支 援  

・ 平 成 23 年 6 月 ： 宇 都 宮大 学 震 災  

義 援 金 か ら 災 害 見 舞 金 を 支給  

 延 べ 57 名 ， 総 額 29 万 円  

・ 平 成 23 年 ７ 月 ： 学 生 後援 会 か ら  

見 舞 金 を 支 給  

  延 べ 57 名 ， 総 額 188 万 円  

② 震 災 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動  

・ 平 成 23 年 ７ 月 ， 9 月 ： 宮 城 県 石  

巻 市 及 び 七 ヶ 浜 町 で 泥 だ し 清

掃 ， が れ き 撤 去  

・ 平 成 23 年 8 月 ， 9 月 ： 岩 手 県 大  

船 渡 市 を 中 心 に 学 習 支 援，メ ン タ  

ル 支 援  

③ 震 災 に 対 応 し た 講 義 科 目の 開 設  

・「 危 機 を 見 つ め る 力 」「震 災 ボ ラ  

ン テ ィ ア の 実 際 」  

  （ 平 成 23 年 度 前 期・集中 講 義 ） 

 

（ ※ こ れ ら の ほ か ， 学 納 金 の 免

除 ， 震 災 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 ，

職 員 宿 舎 の 提 供 ， ア パ ー ト 無

償 提 供 を 平 成 23 年 4 月から 実

施 済 。 ）  

 

第 ３ 回  

 

23.9.30  

 

 

2011 年 度 版 環 境 報 告 書 につ い

て  

 

○ 環 境 配 慮 の 観 点 と し て ， 学

生 に 対 す る 休 講 案 内 や 提 出

物 の 受 領 方 法 の 電 子 情 報 化

の シ ス テ ム を 構 築 す べ き で

は な い か 。  

・ 平 成 24 年 6 月 か ら ， 学 生 ポ ー タ

ル サ イ ト に 休 講 情 報 シ ス テ ム を

試 験 的 に 公 開 し た 。  

（ ※ シ ラ バ ス 検 索 ， 履 修 登 録 の

W eb 化 に つ い て は 前 年 度か ら

運 用 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ６ 回  

 

24.2.29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 学 改 革 に つ い て  

 

 

 

○ 大 学 改 革 に お け る ポ イ ン ト

と し て 「 グ ロ ー バ ル 人 材 の

育 成 」 の 観 点 を 入 れ て は ど

う か 。  

 

 

 

・本 学 の 中 期 計 画 に お い ても 地 域 と

の 国 際 交 流 を 促 進 す る こ と を 掲

げ て い る こ と を 踏 ま え ，「地 域 の

グ ロ ー バ ル 化 」を 支 え る人材 養 成

を 目 的 に ， 平 成 24 年 度 文部 科 学

省 グ ロ ー バ ル 人 材 育 成 事 業 に 応

募 し た 。  

○ 国 際 的 な 視 野 を 持 つ 大 学 を

参 考 に し つ つ ， さ ら に 高 い

水 準 を め ざ す べ く 「 オ プ テ

ィ ク ス 教 育 研 究 セ ン タ ー 」

の 改 革 に 期 待 す る 。  

・バ イ オ サ イ エ ン ス 教 育 研究 セ ン タ

ー と 連 携 し ， 平 成 25 年 度文 部 科

学 省 特 別 経 費 (プ ロ ジ ェ ク ト 分 )

を 概 算 要 求 し た 。  

  「 バイオイメージング技術の総 合的

推進事業 」  

○ 海 外 の 大 学 と の 交 流 協 定 等

に よ っ て 国 際 交 流 の さ ら な

る 拡 大 に 期 待 す る 。  

 

 

・ 平 成 24 年 7 月 ， ア イ ル ラ ン ド 国

立 大 学 ダ ブ リ ン 校 と の 大 学 間 交

流 協 定（ 学 生 交 流 に 関 する合 意 書

及 び ダ ブ ル デ ィ グ リ ― プ ロ グ ラ

ム に 関 す る 覚 書 を 含 む 。）を 締 結

し ， 国 際 交 流 の 取 組 み を 推 進 し

た 。  

○ 農 学 部 を 見 直 し ， 地 域 を は

じ め 対 外 的 に も 強 み を ア ピ

ー ル し て 多 く の 学 生 を 引 き

寄 せ る よ う な 取 組 に 期 待 す

る 。  

・ 平 成 24 年 7 月 ， 農 学 部 学 科 改 組

の 計 画 書 を 文 部 科 学 省 に 提 出 し

た 。  

（ 平 成 25 年 ４ 月 か ら「 生 物 生 産

科 学 科 」 を 「 生 物 資 源 学 科 」

と「 応 用 生 命 化 学 科」に 改組 ） 



 

第７ 回  

 

24.3.15  

 

社 団 法 人 栃 木 県 経 済 同 友 会と

の 包 括 連 携 協 定 （ 案 ） に つい

て  

 

 

○ 外 国 人 留 学 生 の 県 内 就 職 を

も っ と 広 め て い け れ ば 良 い

の で は な い か 。  

・ 栃 木 県 経 済 同 友 会 及 び 県内 全 て  

の 高 等 教 育 機 関 と 連 携 し ，「 外  

国 人 留 学 生 に 対 す る 企 業 説明  

会 」を 平 成 24 年 ２ 月 に 本 学 に お  

い て 初 め て 実 施 し た 。 （ 参加 企  

業 13 社 。 参 加 留 学 生 51 名 ） 。  

平 成 25 年 度 も 引 き 続 き 実施 予 定  

 




